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帯広市における農耕地と住宅地の繁殖期の烏相

穴田哲１・藤巻裕蔵１

はじめに

帯広市は人口16万の十勝地方の中核都市である．人口は国鉄帯広駅北側の商業地域とそ

の周辺の住宅地に集中し，郊外は主として農耕地となっている．しかし最近，人口の都市

への集中に伴い，郊外の農耕地の住宅地化が進んでいる．今回調査したのは，帯広市西帯

広地区区画整理事業予定地(面積l85ha)で将来は住宅団地となる農耕地を中心とする地域

である●この地域が，住宅地となったとき現在の鳥相がどのように変化するのかを明らか

にする第一段階として，その農耕地および比較のためのその周辺の住宅地で繁殖期の鳥相

を調べた．

調査地

調査地は次の３区である（図ｌ)．

Ａ：農耕地．帯広市西21-23条，南３－６丁目の範囲である．大部分が畑（ビート，デン

トコーン，マメ類など)，牧草地,放牧地

で，農家が約30戸あるほか，幼稚園lか

所，建築資材などの置場など植被のない

部分が５か所あり，植被率はおよそ90％

である．南５，６丁目の段丘面はミズナ

ラ，またはハルニレやヤチダモを主とす

る落葉広葉樹の自然林となっている．こ

のほかカラマツ防風林，未利用地のヤナ

ギ類の低木林がある．植被のうち樹木の

占める割合は約35％である．調査路とし

ては道路，畑内の歩道を利用した．

Ｂ：河川沿い．調査区Ａの西側を流れる

帯広川沿いの新川橋から南１線橋までの

1.51皿の区間である.川幅は約20ｍである

が，河川敷を含み両河岸の堤防間の間隔

は約70ｍである.最近河岸工事が行われ，

コンクリートブロックで謹岸されている．

Fig.１．Ｍａｐｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａ．Ａ：agricultu‐

ralland,Ｂ：riversidearea,Ｃ：residential

area．
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河川敷と堤防斜面の植生は上流半分ではイネ科草木やキタヨシ，ヨモギなどの高茎草木，

ヤナギ類低木であるが，下流半分は植被にとぼしくほとんど裸地に近い所もあった．両岸
の堤防上を調査路とした．

Ｃ：住宅地．西20-22条南２丁目と西20条南３～５丁目である．ただし南３～５丁目では

1/3位がまだ空地となっており，草木類や潅木状のヤナギ類が生育していた.各住宅には多
かれ少なかれ庭があり，樹木が少しある程度である．

調査期間と調査方法

調査期間は1982年５～７月上旬と1983年４月中旬～７月上旬である．調査回数は各月４

～９回で,延べ調査距離は150.5kmである.その内訳は月別では，４月が26.4km,５月が39.9

km，６月が34.5km，７月が49.7km，調査区別では，Ａが78.5km，Ｂが19.1km，Ｃが52.9kｍ

である．なおＡでは全調査距離の22％は林内を通るか林や防風林沿いであった．

調査は線状調査法を用いて実施した．すなわち，調査路を時速２～2.5kmで歩きながら，

調査路の左右それぞれ25ｍ，計50ｍの幅に出現する鳥類を，姿または声によって確認し記

録した．このほか同一調査区内で上記の調査帯以外に出現した場合には種類だけを記録し

た．調査時刻はいずれも夜明けから午前７時までの間である．

結果

調査区Ａ，Ｂ，Ｃにおける結果を表１～３に示す．表中の＋印は調査の際調査帯幅50ｍ

以内に出現しなかったが,同一調査区内で観察され,生息が確認できたことを示している．

相対優占度の算出には,夏鳥がまだ十分に渡来していない４月を除き,各種について５～７

月の観察個体数の平均値を用いた．相対優占度５％以上の種を主要種として表４に示す．

調査区Ａでは４月に29種，５月に35種，６月に35種，７月に34種,計49種が観察された．

これらの63％は夏鳥で，多くは５月中旬までに渡来しているが，エゾセンニュウ，シマセ

ンニュウ，マキセンニュウ，コヨシキリ，メボソムシクイは５月下旬から６月上旬にかけ

て渡来するため，６月になってはじめて記録された．調査期間を通してもっとも多かった

のはアオジで16.5％を占めた．ついでムクドリ，オオジシギ，ノビタキ，カワラヒワ，キ

ジバト，スズメが多く，相対優占度５％以上であった．５月にはオオジシギのジスプレー

が活発で多く記録された．ムクドリは６月下旬に幼鳥が巣立って群となって観察個体数が

増えたものである．これらについで多かったのはコムクドリ，ハシボソガラス，コヨシキ

リ，モズ，ハクセキレイ，ヒバリなどであった．このように普通に見られる種は森林に営

巣し畑に採餌のため出現するものや，潅木・草原性鳥類であった．シマセンニュウ，マキ

ノセンニュウ，ホオアカ，シマアオジ，オオジュリンのような草原性鳥類は主として牧草

地だけに生息していたため，これらの相対優占度は高くなかった．またキツツキ類，アカ

ハラ，キビタキ，エナガ，シジュウカラ類のような森林性鳥類は少なかった．全種の１kｍ

当りの観察個体数は19.9～27.3であった．

調査区Ｂで観察された鳥類は４月に19種，５月に28種，６月に22種，７月に28種，計４１

種で，各月の種数も全種数も調査区Ａより少なかった．夏鳥の渡来状況は調査区Ａと同様

である．水辺の烏としてはアオサギ，カルガモ，ヨシガモ，コチドリ，イソシギ，ハクセ

キレイ，セグロセキレイが見られたが，毎月記録されたのはカルガモ，コチドリ，イソシ
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ギだけである．ここで個体数が多かったのは，ムクドリ，アオジ，コヨシキリ，ノビタキ

で，それぞれ15.0,11.7,11.0,9.6％を占めた．このうちムクドリが多いのは６月に巣立

幼鳥を主とする大きな群が見られたためである．これらについでイソシギ，コチドリ，ハ

クセキレイ，オオヨシキリなどが多かった．森林性のキツツキ類やアカハラなども観察さ

れたが，これらは調査区内の防風林や農家の庭にいたものである．全種の１km当りの観察

個体数は17.7～33.0で，３調査区中でもっとも多く，とくにムクドリの大きな群が出現し

た６月は多かった．

調査区Ｃでは，４月に17種，５月に17種，６月に１３種，７月に22種，計27種が観察され

た．これらの値は３調査区中でもっとも少ない．多かった種はスズメで，全個体数の約半

分を占めた．ついでノビタキ，カワラヒラ，ヒバリ，コヨシキリ，ハクセキレイ，ムクド

リが多かった．空地にはノビタキやコヨシキリの他にオオジシギ，ノゴマ，シマセンニュ

ウ，ホオアカ，シマアオジのような草原・濯木林性の鳥類がいたが，生息数は少なく，生

息状況は他の調査区ほど安定していなかった．森林性鳥類でもアカケラ，コムクドリ，ム

クドリなどが見られたが,ムクドリを除くと少なかった．全種の１km当りの観察個体数も，

14.1～20.1で，３調査区中で一番少なかった．

Shannon-Weaverの種多様度指数Ｈ'(相対優占度の場合と同様に５～７月の資料をも

とに算出)も，調査区Ａで4.4026,Ｂで4.2505,Ｃで3.0281とＡからＣにかけて減少した．

考 察

調査期間中に記録された鳥類はドパトを含め52種である．今回の調査で繁殖期における

３調査区の鳥類がどの程度記録できたかを検討するために，延調査距離と記録種数の関連

をみてみる．累積記録種数は，調査区Ａでは延距離が20km，ＢとＣでは10kmくらいまでは

増加したが，その後はほとんど増加しなかった．このことは，この程度の延調査距離で繁

殖期における住宅地や農耕地の鳥類をほぼリストアップできることを示している．帯広市

の住宅地や林で同様の検討を行った結果，延調査距離は24km必要で（藤巻・戸田1981）

今回の結果とほぼ同じであった．今回の延調査距離は，それぞれの環境に生息している種

をリストアップするのに十分な距離といえる．

農耕地では49種が観察されたが，このような環境を代表するような種はオオジシギ、キ

ジバト，ヒバリ，ハクセキレイ，ノビタキ，コヨシキリ，アオジ，カワラヒワ，スズメ、

コムクドリ，ムクドリ，ハシボソガラスで，これら12種で全観察個体数の78％を占めた．

これらは森林に営巣しても畑などで採餌する種かまたは草原性鳥類である．十勝地方の農

耕地の鳥類は新得で調査されているが(藤巻1980)，それによると普通に見られる種は調

査区Ａの主要種とほとんど同じである．ただ細かい点についてみると，調査区Ａではアオ

ジがもっとも優占し，スズメは５％なのに対し，新得ではスズメが30％を占め，センニュ

ウ類が少ない点が異なっている．この理由として，スズメの生息数はある程度人家密度に

比例するので(佐野1979)，両調査地の農家密度の違いによると考えられる．またセンニ

ュウ類については新得が山麓部にあるため少ないことが考えられる．

農耕地内には樹木として防風林や帯状の林があり，ここに森林性鳥類が生息しているが，

生息数は少なく，比較的よく見られたのはアカケラ，アカハラ，シジュウカラくらいであ

る．農耕地内ある比較的大きな林，例えば帯広農業高校構内のカシワ林では，上記の種の
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ほかにコアカケラ，ハシブトガラ，コジュウカラ，ニュウナイスズメなどがよく見られた

（藤巻･戸田1981)．調査区Ａの林は規模が小さいため，主要種となる森林性鳥類が少な

いのであろう．

河川沿いでは41種が記録され，よく見られる種はコチドリ，イソシギ，ハクセキレイ，

ノビタキ，コヨシキリ，アオジ，ムクドリなどで，アオジとムクドリを除くと水辺と草原

性の鳥類であった．水鳥としてはカモ類もいたが，河川改修が行われたために川の中や川

岸にかくれ場がなく，少なかった．しかし隣接する農耕地や防風林から飛来する鳥類が見

られたため，種多様度は高くなかった．

北海道の都市中心部の主要鳥類はスズメ，カワラヒラ，ハクセキレイで，郊外で家の周

囲に植被が多い住宅地では，これらに加えてコヨシキリ，ノビタキ，アオジなども主要種

となる(藤巻1981)．調査区Ｃは郊外の新興住宅地で，主要種には都市で優占種となるス

ズメ，ハクセキレイ，カワラヒワが含まれていた他に草原性のヒバリ，ノビタキ，コヨシ

キリなどもいた．住宅地にはかなり空地があり草木類が生育しているためにこのような鳥

類も主要種となっている．

調査区Ａの住宅地予定地が住宅地となった場合には防風林や低木林がなくなるので，ま

ず森林性鳥類が生息できなくなり，かなり大きな草地に生息するシマアオジ，ホオアカ，

マキノセンニュウなども生息できなくなる．その結果，種類数は減少し，調査区Ｃで見ら

れたような鳥相になり，さらに住宅密度が高くなると，人家周辺の草地でも生息できるノ

ビタキ，コヨシキリ，アオジなども姿を消し，鳥相は一層単純になると考えられる．ただ

し南側に落葉広葉樹林があり，将来造成される予定の帯広の森が近くにあるので，これら

の場所に生息する鳥類がときどき住宅地にも飛来するであろう．

調査区Ｂでは,河川敷内の環境はほとんど変化しないと思われるが,隣接する農耕地が住

宅地となるので，鳥相は現在より単純になることが予想される．

要 約

1．帯広市郊外の農耕地，それに隣接する川沿い，住宅地で1982,1983の両年に繁殖期

の鳥類を調べた．

2．農耕地では49種が観察され，主要種はアオジ，オオジシキ、キジバト、ノビタキ，

カワラヒワ，スズメ，ムクドリであった．

3．川沿いでは41種が観察され，主要種はイソシギ，ノビタキ，コヨシキリ，アオジ，

ムクドリであった．

4．住宅地では29種が観察され，主要種はヒバリ，ハクセキレイ，ノビタキ，コヨシキ

リ，カワラヒワ，スズメ，ムクドリであった．

5.種多様度指数Ｈ'も農耕地でもっとも高く4.4026,ついで川沿で4.2505,住宅地で3.0281

であった．
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